
【検 討 事 項】

【背景及び目的】
○ インターンシップの推進方策等について検討を行うため「インターンシップの推進等に関する調査
研究協力者会議」を平成28年6月に文部科学省に設置し、平成29年6月16日に議論の取りまとめを
行った。

○ 本取りまとめを踏まえ、インターンシップの更なる量的拡大・質的充実に向けた推進方策を具体的
に実行していくため、文部科学省が独立行政法人日本学生支援機構との協働により「インターン
シップ推進方策実行ワーキンググループ」を設置する。

インターンシップ推進方策実行ワーキンググループ
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1．届出制度・表彰制度の創設 2．専門人材及びその育成 3．地域における協議会の充実

どのようなインターンシップが
届出制度の対象となるのか

どのようなインターンシップが
表彰制度の対象となるのか

届出制度と表彰制度の関係をど
のように考えるか

専門人材に求められる能力・
スキルとは

それらをどのように身に付けるか

身に付けた能力・スキル等を対外
的に示すことが必要ではないか

今後、地域におけるインターン
シップの推進のための協議会に
求められる役割とは何か

協議会の充実のために、どのよ
うな取組を推進していくべきか
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